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「米つくり体験隊（２）」  ＊＊ 田の草取り ＊＊       （２０１５．７） 

 

 第１回目の体験行事「田植え」が６月２０日（土）に終わり、今日、７月１８日（土）は「田の

草取り」に挑戦です。  

 

田圃には、用水路や隣の田圃から水を取り入れ、排水路や隣の田圃へ流します。田圃の中に水を

入れたり流したりすることによって、新鮮な水が田圃に注がれます。田圃の中の水は留まることな

く、絶えず流れています。 

また、田圃の中の水位（水の高さ）

を一定に保たねばなりません。田圃

に水を取り入れる前に、耕耘機を使

い田圃の中を平らに均します。その

後、水を取り入れます。 

 

左の写真は、用水路から水を取り

入れている（取水）様子です。 

水中のパイプからなみなみと水

が流れ込みます。取水はパイプとは

限りません。隣の田圃から水を落と

したりして水を利用し合います。 

       （田圃ごとに、水で繋がります） 

 

 右の写真は、田圃の排水口で

す。 

水位を決めるのは、排水を調節

する必要があります。排水口の仕

切を高くすると田圃の水位が高く

なります。 

稲の成長に合せ、水位を調節し

ます。 

写真から、田圃の中の水位を調

節するための工夫を観察してくだ

さい。 

 （写真：私たちの田圃ではなく、

農家さんです） 

 

 あらゆる田圃の取水・排水の方法には、培われてきた伝統的な手法とそれを実現する細心の注意

が必要となります。田圃の水の管理が秋の収穫量に反映されます。 
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  第１回目の体験行事「田植え」

は、「ハッパ会」の方々が田圃に水

を引き入れた状態から始まりまし

た。 

 

 田圃に苗が投入され、「田植え」

が始まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 整然と苗が植えられました。 

 

田圃に水がはられています。 

いずれも６月２０日（土）の写真で

す。 

 

 

 

 

  

６月２８日（日）に様

子を見てきました。 

 

 「田植え」からほぼ

一週間、皆が植えた苗

は元気に成長していま

す。 

 水は鏡のように空や

雲を映しています。 
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７月１８日（土） 「田の草取り」 

 

 「田植え」から四週

間後になります。見た

通り、稲は成長してい

ます。田圃の中の水の

管理が的確でした。 

 

 今日は、台風による

水路トラブルで水が

十分に回ってきてい

ませんでした。「ハッ

パ会」の方が水利の担

当者に連絡を取り、打

開のための手立てを

打っていました。 

 私たちの田圃だけではありません、同じ水路を使う農家さんも影響を受けてはなりません。秋の

収穫量を左右する事態になっては大変です。 

 

 田植えの時に手に

した苗の数と比べて

ください。 

５～６本ぐらいだっ

た苗が、茎の元で株が

分かれ本数を増やし

ています。「分
ぶん

けつ」、

「株はり」と云われま

す。 

 

 会長さんの話では

「稲に花が咲く」と云

われました。 

花は？？ 桜、チューリップ、ユリ・・・みたいな形かな？？ 

 

＊＊＊ 稲の成長を観察します。この、ＨＰの続報を楽しみにしてください。＊＊＊ 
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「田植え」の時に見えなかった遠くの山は「大山
おおやま

」という名前で、標高は 1,253mあります。 

 

 

 

大

山に見守られた、 

「田の草取り」の

開会式。 

 

参加者が少ない

かなと思いました

が、遅れて見えた

方々も加わり、子

どもたちの歓声も

交え明るい雰囲気

に含まれ、田圃に

入りました。 
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「稲ではない 雑草は これだ」の説明に見入っています。 

 

 「ハッパ会」の方から、 

「そこにもあるぞ」、 

「ここにもあるぞ」 

と、指をさし、雑草を教えら

れました。見えにくくとも、

いたる所に生えています。 

 今取り除いておかないと稲

刈りの時、雑草と稲が混ぜこ

ぜになり、作業能率を低下さ

せ収穫量に影響します。 

 

 

 

 いよいよ田圃に入り、草取り挑戦が

始まります。 

 

 田植えと違い、水は少なく深く潜り

込むことはありませんが、脚に感じる

「ぬるっとした感触」は背筋にまで伝

わります。 

 でも初めだけ、草を見付け、抜き始

めると、嫌な感触、忘れられたかな。 
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 皆が田圃に入りました。赤い網袋は抜いた雑草を入れるために持っています。 

「ハッパ会」の方から現地で雑草の見分け方を教わりました。足への感触、忘れたとはいえやはり

感じます。 つい、そろり・そろりと歩みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   履物には「取り除いても、取り除いても」泥がついて離れません。 
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逃げ腰かな ？ 稲を踏み付けないように歩きます。 

 

 

 

 

 

皆、脚の運びや草取りにも慣れました。真剣かつ一所懸命です。作業は田圃全体に進みました。 
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草取りの成果と、足跡が続きます。 

 

＜足跡集＞  皆が歩き、脚が田の土に埋もれた跡です。 

 

 

歩くのに注意をした 

のでしょう。 

 稲は踏み倒されてい 

ませんでした。 

 秋にはお米がとれま 

す。 
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    汚れました。 

 

 

 

 

 汚れても「心配ご無用」、用意されたタンク

の水で洗います。 

 

 農家のコメ作り作業の一端を経験していま

す。おいしくお米を食べるには、大変な作業

を積み重ねて完成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 今日の作業は終了です。 

 

次回は、秋に刈取りをします。「カマ」を

持って稲の株を刈り取ります。 

 次の日は、「玄米」を手にできます。 

 

楽しみにしてください。 

 


